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四季の森こども園森と風の郷

まとめ

年度　　幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価

　今回の自己評価で「３歳以上児保育」「子育ての支援」「教育保育の配慮事項」の項目が低いことに関して園としての課題が

見えてきた。「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」に沿った遊びの展開や環境整備を職員間でさらに意見を出し合い

今後の保育にいかに取り入れていくかが重要だと考える。子どもにとって、様々な体験活動や遊びの体験を経験させることで、

心の豊かさへと繋がる。その為に職員の視察経験が必要と考え今年度視察研修が増えたが、来年度更なる資質向上を目指して職

員の視察研修による学びを増やし、今回低かった項目への課題解決に尽力し資質向上に努めていく。今後も子どもたちにとって

の「昼間の家庭」として温かな雰囲気の中、保育の質の向上の具現化の為に保育に向き合っていきたいと思う。

　子どもたちの自主性を大切にするために、見通しがもてる声掛けや、環境設営を再度見直すことができた。子どもたちの興

味・関心を広げることのできるコーナーを増やし、また更に関心をさらに広げることのできる活動を展開できたと感じている。

木育や食育は日常で行っているが、コーナーの一環としても取り入れていけると良いと考える。今後は、体験したことからつな

がる遊びを展開できるよう、視察や職員間での情報共有をさらに密に行っていきたい。

　職員全体で、子ども一人ひとりの育ちや変化を常に共有しながら見守ることを常に取り組むことができた。食事や睡眠など子

どもたちにとって「昼間の家庭」として穏やかに過ごせるように環境設営や安全点検などを密にすることが大切である。そし

て、保護者の子育ての不安や悩みなど、保護者の気持ちに配慮して対応して行きたいと思う。

　様々な感染症対策の為に日頃からの消毒や喚起などで対策を十分に行い、園庭でのランチタイムやクッキングを行うことで食

育を密に行うことができた。日頃より、室内外のあらゆる危険を想定しながら安全点検を行うことで、スタッフ間での共有がで

きていた。園で行っている活動を保護者へのおたより以外での情報提供を工夫する必要がある。

　送迎時の保護者との会話だけでは、子育て相談や個別の相談は密にはできていない為、保育参加時や改めて日時を設けるな

ど、園からのアプローチも必要だと感じる。さらに、支援センターを中心に地域の子育て世代の方を招き、地域の子育て相談の

場として活動を提供してきたい。

　視察研修の機会が増え、実際に見聞きしたことを保育内容に反映できることで職員の保育内容の充実にも繋がり、他園を見る

ことで良い刺激となっている。研修報告の方法として映像や動画を使っているが全スタッフ間が見られるように、全体共有して

いく必要があると考える。少しでも職員同士が意見を出し合いやすい環境や時間を整えていきたい。今年度も施設関係者評価を

行うことで外部の方の様々な意見を職員間でも共有でき、資質向上に繋げることができた。

　子どもたち一人ひとりの育ちの状況をしっかりと把握し、その子に合わせた言葉かけや環境構成などを職員間で話し合うこと

ができていた。子どもたちが安心して過ごせるように温かい言葉かけや寄り添いを心掛けていくことができた。また、子どもた

ちが成長できるように、遊びやだけではなく環境を整えて保育を行うことを意識していく。

　保育者と子どもたちの関わりの中で、言葉のやりとりやスキンシップなどを大切にして一人ひとりの気持ちや様子に寄り添う

ことができていた。また、遊びの中で子どもたちの育ちにつながる遊びや環境を整えることで、子どもたちの成長が多く感じる

ことができた。今後も子どもたちに向けて安心感を与えられる言葉かけや、成長する上での様々な経験への仕掛けを職員間で話

し合ったいきたい。
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